
問　

今
年
の
夏
は
、
台
風
や

雨
の
日
が
多
く
、
暑
い
日
で

も
教
室
の
窓
を
閉
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
日
が
多
か
っ
た
。

問　

古
文
書
に
よ
れ
ば
、
今

か
ら
３
０
０
年
か
ら
４
０
０

年
前
は
、
霧
島
連
山
に
多
く

の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
群
生

し
て
お
り
、
そ
の
花
が
た
く

問　

母
子
世
帯
等
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
特
に
夜
間
、
児

童
等
を
預
か
る
こ
と
の
で
き

る
施
設
が
必
要
だ
。
児
童
ク

ラ
ブ
、
学
習
の
場
、
憩
い
の

場
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

総
合
的
な
施
設
、
24
時
間
預

平
成
27
年
春
、
第
２

回
全
国
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
サ
ミ
ッ
ト
が
本

市
で
開
催

夏
場
の
暑
い
教
室
に

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
は

で
き
な
い
か

問　

市
営
住
宅
・
教
職
員
住

宅
は
老
朽
化
が
進
み
、
長

年
、
空
き
部
屋
、
空
き
家
が

増
加
し
て
い
る
。
廃
止
、
建

て
替
え
等
の
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

答　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
の
中
で
も
検
討
の
対

象
で
あ
る
。
老
朽
化
し
て
い

る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
整
理
し
て
い
く
。
教
職

員
住
宅
に
つ
い
て
も
、
教
育

委
員
会
と
協
議
の
中
で
、
廃

止
な
ど
含
め
整
理
を
進
め

る
。

降
灰
対
策
事
業
に
市
の
上
乗

せ
補
助
は
で
き
な
い
か

問　

第
68
回
全
国
茶
品
評
会

に
お
い
て
、
２
年
ぶ
り
に
霧

島
市
が
産
地
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
茶
生
産
を
始

め
、
農
家
は
価
格
低
迷
な
ど

で
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
で

あ
る
。経
営
安
定
の
た
め
に
、

降
灰
対
策
事
業
に
対
し
、
市

の
上
乗
せ
補
助
は
で
き
な
い

か
。

答　

降
灰
対
策
事
業
は
、
国
・

県
の
大
変
有
利
な
補
助
事
業

で
あ
る
。
市
と
し
て
の
上
乗

せ
補
助
は
で
き
な
い
が
、
制

度
の
変
更
な
ど
で
、
茶
摘
採

機
購
入
で
も
灰
除
去
機
を
つ

け
る
こ
と
で
降
灰
対
策
事
業

を
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
農
業
振
興

の
た
め
に
、
有
利
な
補
助
事

業
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

さ
ん
咲
け
ば
、
山
々
が
赤
く

燃
え
上
が
る
よ
う
で
、
そ
の

美
し
さ
は
言
葉
で
は
説
明
が

で
き
な
い
ほ
ど
見
事
で
あ
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
、
連

山
周
辺
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
て
い
な
い
が
、
日
本
各
地

に
お
い
て
は
、
そ
の
古
木
が

何
百
年
も
成
育
し
、
大
切
に

守
り
育
て
ら
れ
て
い
る
。

　

原
産
地
の
霧
島
連
山
周
辺

の
各
自
治
体
が
連
携
し
て
、

わ
ず
か
に
現
存
す
る
古
木
の

保
護
と
、
国
分
中
央
高
校
で

の
増
殖
、
ま
た
、
市
民
へ
の

啓
発
の
た
め
、
お
祭
り
広
場

の
一
角
に
記
念
植
栽
は
で
き

な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
霧
島
連
山
希

少
植
物
保
全
調
査
会
を
中
心

に
、
各
地
の
関
係
団
体
と
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
来

年
の
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
市

内
で
の
植
栽
を
進
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
治
体
法
務
に
つ
い
て

・
農
村
の
環
境
保
全
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

か
り
可
能
な
施
設
も
併
用
し

た
児
童
館
を
建
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答　
「
コ
ア
・
よ
か
」
内
の

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
で
児
童
等
の

一
時
預
か
り
を
午
後
９
時
ま

で
行
っ
て
い
る
。
24
時
間
対

応
の
保
育
は
、
一
部
の
認
可

外
保
育
所
で
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
の
事
業
と

し
て
は
考
え
て
い
な
い
。
現

段
階
で
は
児
童
館
建
設
も
考

え
て
い
な
い
。

河
川
の
浚
渫
等
は
定
期
的
に

行
う
べ
き

問　

郡
田
川
や
手
篭
川
は
、

草
木
の
繁
茂
や
寄
り
洲
な
ど

で
大
変
見
苦
し
い
。
堆
積
除

去
等
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

こ
れ
ら
の
区
間
は
、
県

の
寄
り
洲
除
去
計
画
に
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
に
は

要
望
し
て
い
る
の
で
、
早
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
再
度
要

請
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
舞
鶴
園

の
民
営
化
に
つ
い
て

国分春山のキリシマツツジ

市
街
地
周
辺
に
児
童
館

を
建
設
で
き
な
い
か

郡
田
川
青
葉
橋
付
近

問　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
、
個
人
事
業
主
や
定
年
退

職
者
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
生
計

者
、
大
学
生
、
無
職
者
が
加

入
し
て
い
る
。
高
齢
者
も
多

く
医
療
費
も
多
額
に
及
ぶ

が
、
①
１
年
間
の
収
入
に
対

し
て
支
出
は
い
く
ら
か
。

し
ゅ
ん
せ
つ

※

浚
渫
と
は
、
水
底
を
さ
ら
っ

て
土
砂
や
岩
石
を
取
り
去
る

こ
と
で
す
。

市
営
住
宅
・
教
職
員

住
宅
の
健
全
な
管
理

を
求
め
る

国
民
健
康
保
険
の
現

状
を
問
う

問　

本
年
６
月
に
「
霧
島
市

土
地
開
発
公
社
解
散
プ
ラ

ン
」
が
示
さ
れ
た
。
解
散
の

時
期
を
平
成
31
年
３
月
末
と

し
て
い
る
。
管
理
費
の
負
担

を
抑
え
る
た
め
に
も
解
散
の

前
倒
し
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
民
間
へ
の

土
地
売
却
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

早
い
段
階
で
解
散
が
可

能
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
解
散
の
手
続
き
を
進
め

た
い
。ま
た
、
市
が
取
得
を
依

頼
し
た
土
地
の
う
ち
、
市
が

必
要
と
し
な
い
土
地
に
つ
い

て
は
、今
後
、公
募
を
行
っ
て

い
く
。

空
き
家
対
策
を
早
期
に
具
体

化
す
べ
き

問　

本
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
「
霧
島
市
空
き
家
対
策
基

本
方
針
」
に
従
っ
て
対
策
が

進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
。

い
つ
ま
で
に
、ど
こ
の
部
署
が

中
心
に
な
っ
て
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
対
策
実
施

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

答　

基
本
方
針
が
で
き
た
ば

か
り
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の

方
針
に
基
づ
き
具
体
的
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
空
き
家
対
策
の
条
例
な

ど
、
国
の
特
措
法
の
成
立
待

ち
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
も

分
か
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
特

措
法
の
成
立
に
先
ん
じ
て
条

例
を
制
定
し
、
早
期
の
空
き

家
対
策
に
努
め
た
い
。

霧
島
市
土
地
開
発
公

社
の
早
期
解
散
を

前島　広紀 議員

動画視聴動画視聴

阿多　己清 議員

※

動画視聴

松元　　深 議員

摘採機による茶摘み風景

ま
た
、晴
天
時
は
、陽
射
し
に

よ
り
教
室
が
高
温
に
な
る
。 

児
童
生
徒
の
暑
さ
対
策
と
し

て
、
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

答　

学
校
に
お
け
る
夏
場
の

暑
さ
対
策
と
し
て
、
各
教
室

に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
が
も
っ
と
も
有
効
な
手
段

で
あ
る
が
、
本
市
に
小
中
高

は
50
校
、
普
通
教
室
だ
け
で

も
４
７
５
教
室
あ
り
、
全
て

に
設
置
し
て
維
持
管
理
す
る

と
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た

め
、
普
通
教
室
に
は
、
扇
風

機
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い

る
。
暑
さ
の
厳
し
い
夏
休
み

期
間
中
も
解
放
す
る
図
書
室

及
び
パ
ソ
コ
ン
室
に
つ
い
て

は
、
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
て
児

童
生
徒
の
健
康
管
理
に
努
め

て
い
る
。

濃
霧
時
の
道
路
安
全
対
策
が

必
要

問　

国
道
５
０
４
号
線
の
福

山
町
牧
之
原
方
面
に
、
濃
霧

時
の
事
故
を
防
止
す
る
対
策

と
し
て
、
中
央
線
を
認
識
で

き
る
反
射
器
と
、
早
め
に
分

か
り
易
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
信
号
機

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答　

濃
霧
時
の
事
故
防
止
の

た
め
に
中
央
線
を
知
ら
せ
る

反
射
器
の
設
置
は
道
路
管
理

者
の
県
に
、
交
差
点
信
号
の

改
良
と
福
山
地
区
ま
ち
づ
く

り
計
画
で
要
望
の
あ
る
牧
之

原
養
護
学
校
周
辺
の
歩
道
設

置
は
警
察
を
通
じ
、
県
公
安

委
員
会
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。

②
一
人
当
た
り
の
支
出
最
高

額
は
い
く
ら
か
。
③
滞
納
額

は
い
く
ら
か
。

答　

①
歳
入
額
は
約
１
４
７

億
７
２
６
０
万
円
、
歳
出
額

は
約
１
４
８
億
５
５
３
０
万

円
で
、
年
間
約
８
３
０
０
万

円
の
赤
字
で
あ
る
。
②
一
人

当
た
り
の
支
出
の
最
高
額

は
、
年
間
約
１
９
４
８
万
円

で
自
己
負
担
額
は
約
18
万
円

で
あ
る
。
③
滞
納
額
は
、
現

年
度
分
約
２
億
４
０
０
０
万

円
、
過
年
度
分
約
７
億
３
０

０
０
万
円
で
、
合
計
約
９
億

７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

畜
産
振
興
の
現
状
は
ど
う
か

問　

①
牛
農
家
数
と
牛
の
頭

数
及
び
養
豚
農
家
数
と
豚
の

頭
数
を
問
う
。
②
ブ
ロ
イ

ラ
ー
農
家
数
と
鶏
数
を
問

う
。
③
県
に
お
い
て
、
黒
さ

つ
ま
鶏
の
生
産
を
始
め
た
が

成
果
は
ど
う
か
。

答　

①
肉
用
牛
生
産
農
家
数

５
９
２
戸
、
飼
養
頭
数
６
８

６
６
頭
、
肥
育
農
家
数
３
１

戸
、
飼
養
頭
数
７
１
９
０

頭
、
乳
用
牛
の
飼
養
農
家
数

17
戸
、
飼
養
頭
数
１
３
６
１

頭
で
あ
る
。
養
豚
農
家
数
25

戸
、
飼
養
頭
数
３
万
２
５
４

０
頭
で
あ
る
。
②
ブ
ロ
イ

ラ
ー
農
家
数
29
戸
、
飼
養
羽

数
１
７
５
万
９
０
０
０
羽
で

あ
る
。
③
黒
さ
つ
ま
鶏
は
、

本
市
の
５
農
場
が
飼
養
し
、

飼
養
羽
数
は
３
万
２
５
０
０

羽
で
あ
り
、
出
荷
羽
数
は
年

々
伸
び
て
い
る
。
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動画視聴動画視聴
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